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q について，話者が q でない状況（¬q）を想定した場合に，行為 p も起こっ
























































含意される（Kenny 1963, Dowty 1979）。この現象は，未完了の逆説（imper-
fective paradox）と呼ばれ，（9）のような推論パターンを起こす。























（13）John built a chair in 4 hours.
日本語の「～で」と同様に，この in－時間句も事象の時間的終結点を必要と
































































































（22）［x ACT（ON y）］CONTROL［y BECOME［y BE AT z］］













































































（26）Mary opened the door for 3 hours.
































































（34）John is amusing me.（→ John has amused me.）
９８ 文のアスペクト決定における使役事象の役割




































謝の意を表したい。そして，用例のチェックをお願いした Donna Tatsuki 先生，
関西学院大学大学院の院生・学部生の方々にも，心からお礼申し上げたい。言うま
でもなく，本稿の内容における不備や誤りは全て筆者の責任である。
盧 物理世界においては，ある行為 p とある変化（あるいは状態）q とが，それぞれ
関係をもちつつ起こるが，これらが使役関係と認定されるのは，そう位置づける
認識者によってのみである。
盪 Lewis（1973）による反実仮想の概念を用いた使役の分析では，ある行為 p を行


























また，英語の結果構文についても，Horrocks & Stavrou（2003 : 305 fn. 12）が
進行相の用法が可能なことを指摘しており（e.g. s/he was beating the metal flat


















（袁） ＊When I entered the room, John was having Mary kiss him.
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